
 

２０２５年４月１８日 

東海旅客鉄道株式会社 

 

在来線におけるＱＲコードを利用した 

ホーム可動柵開閉システム改良に向けた実証試験について        

～対応車両の拡大～ 

 

当社ではホーム上の安全性を一層高めるため、ホーム可動柵の整備を進めております。

当社のホーム可動柵においては、ＱＲコードを利用してホーム可動柵の開閉を制御するシ

ステムを導入しています。このたび、本システムの対応車両を拡大するため、実証試験を

金山駅で行います。 

※ＱＲコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 

 

１．試験の背景・目的（別紙参照） 

・現在のドアが２枚扉となっている通勤型車両では、両扉に貼り付けたＱＲコードの相

対距離を検知することで可動柵扉の開閉を連動させています。今回の実証試験では、

ドアが１枚扉となっている特急車両においても可動柵扉の開閉を連動させるため、ド

アと車体にＱＲコードを貼り付け、通勤型車両・特急車両ともにＱＲコードを検知で

きるか検証します。 

 

２．試験内容 

・通勤型車両（３１５系）及び特急車両（３８３系）の一部のドア・車体にＱＲコードを

貼り付け 

・降雨や太陽光の反射など様々な屋外環境におけるＱＲ検知用カメラの検知機能の確認 

・ＱＲ検知用カメラの適切な配置台数や位置の確認等 

 

３．試験場所 

 ・金山駅 中央本線上りホーム（２番線） 

 

４．試験開始日 

 ・２０２５年５月上旬（予定） 

  ※車両扉へのＱＲコードの貼り付けは４月２１日（月）より順次実施 



実証試験の概要別紙

※イラストはイメージです。
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相対距離

通勤型車両
（QRコード貼り付け位置：扉１枚・車体１枚）

特急車両
（QRコード貼り付け位置：扉１枚・車体１枚）

相対距離

改良後のシステム

相対距離

車両扉

現在のシステム

扉と車体のQRコードの相対距離で
ドアの開閉を検知し、
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